









to	 facilitate	value	creation	between	a	company	and	 its	users	or	among	 its	users,	
and	contribute	 to	 fusion	of	 innovation	and	marketing.	The	study	uses	UNIQLO	as	
a	case,	due	to	 the	engagement	of	 its	users	 throughout	 the	world	and	the	role	 they	
are	considered	to	have	played	for	development	of	 that	brand	value	these	years.	 In	
relation	to	the	sharing	and	management	of	knowledge	embedded	in	the	individuals	


































　価値次元の転換に関する研究に、楠木（2011）は Christensen and Raynor（2003）の






研究には、Pine and Gilmore（1999）の “ 経済価値の中核に経験を据えカスタマイゼーショ


























































り 12）、市場におけるサービス化の進展は企業と商品の相互作用を通じたユーザーの “ もの































　ユニクロは、2011 年 2 月にフェイスブック上に専用サイト（表 1）を開設し、世界中のユー
ザーに自社商品を最低 1 点以上 16）着用した写真を募集、投稿を呼び掛ける。
表 1　着こなし写真投稿サイトの概要
専用サイト名 ユニクルックス（UNIQLOOKS） http://uniqlooks.uniqlo.com/
開始年月 2011 年 2 月
対象商品 同社商品を最低 1 点以上
写真に関わる情報検索 性別、年齢、ローケーション、商品キーワード
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することができる。日経産業地域研究所によれば、日本ではユニクロの購入者の 4 人に 1
人は EC サイトでも商品を購入し、購入額は店舗での購入額を上回る。また、店舗販売と
異なりネット通販では、女性の購入額が男性より多いという24）。







































大量生産による値ごろ感を訴求する。“ ものづくり ” に関わる価値生産システムが戦略的





品の購入点数の増加を目論むが、ユニクロは進化を続ける SPA の Know-How の優位性を
背景に独自路線を突き進む。別の見方をすれば、他社がこのユニクルックスと同様の仕組
みを導入しようとしても、自社の強みとしたいトータル・コーデイネートを否定すること


















































































































13） Gershenfeld（2005） 邦訳 70 頁。
14） 知識共有サイトに、料理レシピのクックパッドや化粧品関連のアットコスメなどがある。そ
れらは、商品の使用場面における消費者の知識創造に焦点を当てる。
15） 同社 2005 年 8 月期事業報告書では、『第 3 世代の SPA を目指す』とし『世界中から集めた高
水準の情報を独自の視点で編集した「コンセプト」をもとに、最高品質の商品を製造・販売し、
情報発信する』としている。 
 因みに、同社は第 1 世代 SPA（1985 年〜）を GAP、LIMITED、第 2 世代 SPA（1995 年〜）




 尚、SPA は Specialty store retailer of Private label Apparel の略で、素材調達、企画、開発、
製造、物流、販売、在庫管理など、製造から販売までのすべての過程を一貫して行う業態。










17） 2013 年 12 月末時点のフェイスブックの月間アクティブユーザーは、世界で 12 億 3000 万人、
利用者が投稿する写真は一日当たり 3 億 5000 万枚を超えた。（同社 2013 年第 4 四半期決算）
 日本経済新聞 2013 年 5 月 14 日によれば、2012 年のアジアの利用者数は 2 億 8000 万人でヨー
ロッパや北米より多く、この傾向は継続すると思われる。












21） ブランド調査会社の英 Interbrand によれば、ユニクロのブランド価値は決算期の違いがあ
るものの、4,160 百万ドル（2012 年は 3,634 百万ドル）でグローバルランキング 100 位
の GAP3,920 百万ドルを追い抜いた。2011 年以降 3 年間のブランド価値の前年比伸長率は
13％→ 23％→ 14％で、競合する GAP の 2％→▲ 8％→ 5％、ZARA の 8％→ 18％→ 14％、





22） Khara（2011）は、2005 年の購買力平価に基づき 1 日に 10 ドルから 100 ドルまで支出する人々
を中間層と定義し、145 カ国を対象に算出した。アジア太平洋地域では、中間層が 2009 年に
525 百万人（世界の 28％）から 2030 年に 3、228 百万人（66％）に急増するという。
23） ユニクロは、2012 年 6 月にフィリピン・マニラ、2013 年 6 月にインドネシア・ジャカルタ






24） スマートフォンを所有する 20 〜 60 代の日本人男女 1030 人を対象に、マクロミルを通じて
インターネットで調査。
 ネット通販での購入額が 5000 円以上ならば送料が無料になることから、まとめ買いしたり、
比較的高額の商品を買う傾向があると思われる。
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